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＜病棟連絡事項＞
・東B→南B、西病棟入り口の自動ドアの暗証番号が変更となります。新しい暗証番号は「585320」です。患者様に知られないよう注意して下さい。

＜東病棟入室状況＞
【転出】
・石田　正勝様　東D19→西A41
・三上　みさゑ様　東C6→南D203

【入院】
・木村　正子様　東B1号室
・服部　美津子様　東C6号室


＜患者様連絡事項＞
・寺井　恵利子様～点滴2本/日で明日分処方となる。食事摂取状況や本人の希望に応じて点滴中止可との指示あり。

・和田　昌様～精神症状不安定の為、本日よりオランザピン(5)1T、ビペリデン(1)1T
が就床前薬へ追加となる。

・窪田　輝雄様～IFオーダーに便秘時追加、センノシド処方となる。臨時薬処方変更無し。持参薬のレクサプロとロフラゼプ酸エチルは飲み切り中止の指示あり。

・澤村　彬様～臨時薬同内容で処方となる。

・丹内　栄子様～臨時薬同内容で処方となる。

・橋場　キヌ様～臨時薬同内容で処方となる。

・小笠原　久年様～臨時薬同内容で処方となる。

・立花　圭様～臨時薬同内容で処方となる。

・三浦　みよ子様～臨時薬ラツーダ80→40mgへ減量、ロドピン75→125mgへ増量、リスパダール4mg追加、他同内容にて処方となる。

・寺地　啓喜様～クロザリル100→125mgへ増量となる。

・下野　キヨ様～持参薬の人参養栄湯、トリンテリックス、デエビゴ中止の指示あり。
臨時薬でデュロキセチンカプセル、ロラゼパム、ルネスタ追加処方と
なる。また、拒食続いている為、明日より点滴にダイビタミックス
[bookmark: _GoBack]1A混注指示あり。

＜要注目患者様＞
・下野　キヨ様～朝食2/3摂取するが、昼食は不食。食思不良続いているが、バイタルサインの異常や身体不調の訴えなし。指示の点滴はトラブル無く行えている。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前･午後1時間の開放観察実施。開放観察中他室侵入見られ、早めの開放観察終了。時折奇声あげたり、顔を叩く自傷行為あり。14：30自傷行為見られ自制出来ない様子有り不穏時レボトミン（25）1T内服している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。9:00～17:00拘束一時解除実施。執拗にスタッフの手を掴み、「午後お風呂」訴えてくる。12:50レボトミン(25)1T内服。以降も指を咥え奇声を上げる等不穏さ著明。他患者様へ書き物を強要し威嚇されている為15：00再拘束している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。食事摂取は数口～1/2程度、薬剤は選択し自身の希望する薬剤を内服している。10:00と15:15本人希望にて疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T、不穏時レボトミン(50)1T、15:15にはリボトリール(1)1Tも内服している。16:00本人希望にて右大腿部、右肘の創部処置部を弄る行為有り。「腐れば他科受診出来る」と発言見られ治療に非協力的な様子見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜新入院患者様情報1＞
日　　時：12月7日　11:08　
  氏　　名：木村　正子様
　生年月日：昭和25年8月2日　71歳
　病　　名：統合失調症
　合 併 症：糖尿病
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

＜経過＞
　当院3回の入院歴あり(最終:R3.3.4～R3.6.3)。
　当院退院後は定期的な外来通院を継続していた。7月下旬頃より苛々やや衝動性が出現し、服薬の確認もできていないと息子様から情報聞かれていた。10月に入り、息子に対する被害妄想が悪化。また、外で放尿することや大声での独語あり、古い薬やプラスチック製品を「毒が出る」と話し破棄している状態。家族対応困難とのことで、R3.12.7 11:08東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。

＜新入院患者様情報2＞
日　　時：12月7日  13:40
　氏　　名：服部　美津子様
　生年月日：昭和13年9月3日　83歳
　病　　名：器質性精神障害及び器質性認知機能障害
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

＜経過＞
　H31年頃より妄想言動を認めていた。H31年右前頭部円蓋部髄膜腫の精査のため八戸赤十字病院へ入院。以降同院にてフォローしていた。R2年2月9日左上肢脱力、構音障害が出現し、症候性てんかん及び右頭頂葉円蓋部髄膜種の腫瘍増大あり同院へ入院。以降は腫瘍増大なく経過。R3年4月15日フォロー検査のため同院受診した際側頭部の腫瘍微増を認め、8月27日に同院へ入院、9月2日開頭手術摘出術を施行。術後はリハビリテーション目的として八戸西病院へ転院。その頃には認知症症状が認められており、会話の辻褄は合わずスタッフの指示も理解が困難な状態。大声を出し、自身の食事に他者が口をつけた等と妄想の症状も顕著。症状改善目的にてR3.12.7東Cユニットへ医療保護入院となる。
